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 東日本大震災にみまわれた被災地の沿岸部の農家は、津波による塩害やヘドロ被害

に苦しんでいる。住宅や農機具も流されたうえ、地盤沈下も激しい中、農家はどう再

建を果たしたらいいのか。集団移転も検討する農家の姿を追いながら、被災農家の再

建の道を探る。 

 

 

 

 女性の生命保険加入者が増加しているという。一方で「今、加入している保険で大丈夫か」

と不安を持ちながら、解約する勇気もなく、高額の保険料を払い続ける人も多い。老後資金の

準備のため生命保険を見直した 40 代の夫婦の例から、生命保険について考える。 

 

 

 

 

 

 

 特定の食品を摂取した後に運動すると、じんましんなどのアレルギー症状が生じるという

「運動誘発アレルギー」。小麦成分を含むせっけんを使った消費者がアレルギー症状を引き起

こしたのを機に注目が集まった小麦運動誘発アレルギーについて紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「リツコさん♪ リツコさん♪」と聞けば、思い浮かべるフレーズは「さわやか律子さ

ん」。 

 1970 年代の空前のボウリングブームを引っ張った女子プロボウラー、中山律子さん（68）

＝写真。シャンプーのＣＭで多くの人の記憶に残る。さらに、女子プロライセンスナンバ

ー「２」。日本女子プロの公認パーフェクト第１号、プロ通算 33 勝など実力も折り紙付き

だ。 

 2004 年からは日本プロボウリング協会会長として、ボウリングの人気復活に向け、全国

を飛び回っている。そんな律子さんに、ボウリング人生を語ってもらった。 

 

 

 

 

被災農家の再建への道  くらしナビＡ面 ６日（月）  

女性と生命保険    くらしナビＡ面 ８日（水）  

小麦運動誘発アレルギー くらしナビＡ面 10 日（金）  

ロングインタビュー「時代を駆ける」 

プロボウラー、中山律子さん 

７日から２週・10 回  

第 69 期名人戦七番勝負第６局  ７、８日 
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 羽生善治名人（40）＝写真左＝に森内俊之九段（40）＝同右＝が挑む

第 69 期名人戦七番勝負第６局（毎日新聞社、朝日新聞社主催、大和証

券グループ協賛、天童市、天童商工会議所後援）は、７、８日、山形県

天童市の天童ホテルで行われます。 

 第１局から森内が３連勝。勢いに乗って４期ぶりの名人位奪回かと思

われましたが、その後羽生が連勝して盛り返しました。第４局は、羽生

が巧みな差し回しで快勝し、調子を上げてきたようです。星勘定で優位

の森内が押し切るか、羽生が巻き返して最終局にもつれ込むのか。いよ

いよ白熱して来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 一向に終息する気配のない福島第１原子力発電所事故。当初の政府、東電の

「チェルノブイリ、スリーマイルの原発事故とは根本的に違う」という見立て

は、あっさり裏切られました。そして、大気、海洋に大量の放射性物質をばら

まいているだけに、世界中の目も「フクシマ」に向いています。政府などもそ

れを意識して外国特派員向けに記者会見を開いていますが、評判の方はもう一

つ。今こそ、日本の発信力が試されているというのに、どうして……。ほとん

ど報じられることのない、特派員限定の記者会見の模様を実況中継します。 

〝知りたいが分かる〟がモットーの「特集ワイド」に、ご期待下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

紙面事情などにより掲載日が変更になることがあります。 

「何だかヘン！」「何か隠していない？」…… 

外国特派員の目に映った東電・保安院会見 

夕刊特集ワイド面 ６月７日（火）  


